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̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶

公立刈田綜合病院紹介
臨床工学技士（ME）紹介
　　　　　　MEセンター　菊
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　病院の中には、医師や看護師のほかにもさまざまな職
種の医療技術者が働いています。「臨床工学技士」は
1987年（昭和62年）に制定された国家資格で、医師の指
導の下、生命維持管理装置の操作や保守点検を行う医療
機器の専門医療職です。
　当院には、ＭＥセンター所属の臨床工学技士が11名
勤務しています。ＭＥセンターの「ＭＥ」とはMedical 
Engineering（メディカル・エンジニアリング）の略で、
一般に医療機器またはそれを取り扱う医療従事者を示し
ています。
　院内では血液透析、特殊血液浄化業務、心臓カテーテ
ル検査、ペースメーカー外来、高気圧酸素療法に従事し、
主に機械操作などを担当しています。皆さまの身近なと
ころでは、点滴の際に使用する輸血ポンプや血圧計、人
工呼吸器などの保守点検・管理も行っています。
　昨今の高度な医療技術の進歩に伴い、医療機器の高度
化・複雑化が一層進む中、医療機器を取り扱う臨床工学

技士のさらなる活躍が求められています。
　これからも医療機器が安全に使用できるよう努めてい
きたいと思います。

ＭＥセンターのスタッフ

公立刈田綜合病院　看護師募集中！
詳しくは、当院総務課人事係（☎25-2145）まで
http://www.katta-hosp.shiroishi.miyagi.jp/

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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「
そ
れ
に
し
て
も
遅
い
！
」
と
思

わ
れ
る
方
も
い
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と
思
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で
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で
の
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を
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市
職
員
の
現
地
調
査
。

②
被
災
箇
所
の
測
量
と
設

計
を
業
者
に
委
託
し
、

そ
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基
に
工
事
の
内

容
方
針
を
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定
。

③
決
定
し
た
事
項
を
「
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定
調
書
」

と
し
て
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め
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※
査
定
と
は
、
災
害
現
場
の
被
害

状
況
を
確
認
し
、
そ
れ
に
伴
う

復
旧
工
事
の
内
容
や
金
額
の
審

査
を
行
い
、
国
か
ら
の
補
助
金

を
決
定
す
る
こ
と
。

④
国
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の
３
週
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。
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。
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。

⑦
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。
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こ
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必
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す
る
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１
３
８
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あ
り

ま
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復
旧
工
事
１
カ
所
に
つ
き
、

こ
の
サ
イ
ク
ル
で
の
工
程
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
上
、
今
回
の
被
害

で
は
上
下
水
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な
ど
と
の
複
合
的

な
被
害
の
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
り
複
雑
と
な
り
ま
す
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た
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こ
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う
に
国
の
査
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を
受
け
る
被
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か
に
も
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模
の
被
害

（
こ
れ
も
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量
・
設
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は
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要
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も

多
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あ
り
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で
に
は
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が
か
か
り
ま
す
の
で
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今
後

も
皆
さ
ま
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ご
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を
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ろ
し
く

お
願
い
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す
。

　

さ
ら
に
は
、
道
路
や
上
下
水
道

の
ほ
か
に
も
、
建
物
の
復
旧
に
も

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
一
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も
早
い
復
旧
に
向
け

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

各
所
で
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

通
行
の
際
に
は
、
安
全
運
転
の
履

行
や
歩
行
に
お
気
を
付
け
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
工
事
関
係
者
の
皆

さ
ま
へ
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
な

ど
を
お
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け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

重
ね
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お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
第
五
次
白
石
市
総
合

計
画
に
あ
り
ま
す
「
市
民
が
共
に

支
え
合
い
な
が
ら
、
生
き
る
力
を

育
み
、
ふ
る
さ
と
白
石

に
誇
り
を
も
て
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
と

と
も
に
、「
が
ん
ば
っ

ぺ
！
白
石
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
郷
土
の
復

旧
・
復
興
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

～あの日、あの時～まちの話題 DiaryDiary

　９月18日、「第25回しろいし蔵王高原マラソン大会」が南蔵王野営
場を発着点とするコースで開催されました。今年の大会は震災の影響
が心配された中、昨年を約200人上回る約1600人が参加。大会前日に
すまｉるひろばで行われた「開会式＆ウエルカムパーティー」で、浅

あさ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

さん・大
たい

我
が

くん・こころちゃん家族が元気に選手宣誓を行い
ました。
　大会当日は、晴天に恵まれながらも午前10時の時点で30度を超す
厳しいコンディション。全国屈指の「激坂」と残暑に挑んだランナー
たちは、「暑くても、つらくても、走れることがうれしい」と、蔵王
の景色を見ながらゴール目指して力いっぱい走っていました。
　結果は、５種目で大会記録が更新されたほか、中学生女子３kmの
部では榊

さかき

原
ばら

遥
はるか

さん（白石中２年）が、昨年に続き同種目で２連覇を果た
しました。

「走れること」の喜びをかみしめ、残暑と激坂に挑む
第25回しろいし蔵王高原マラソン大会

▲応急復旧工事の様子

１_２連覇を遂げた榊原遥さん　２_蔵王の雄大な景色とともに最高の笑顔　３_手をつな
いでゴール前のラストスパート！　４_元気に選手宣誓をした浅田さん家族
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